
広告掲載のお申し込み・お問い合わせは秘書広報課へ

茅ヶ崎市のHP（パソコン用）URL http://www.city.chigasaki.kanagawa.jp/

広告掲載のお申し込み・お問い合わせは秘書広報課へ

〈広報ちがさき〉
発行部数約9万部
各月1日号 ・ 15日号
1枠分5万円

（5.4cm×12cm）

〈市ホームページ（スマートフォン対応）〉
月アクセス数約6万8000件（トップページ）
トップページ下部バナー広告欄の他、右上バナー広
告欄にランダムに表示
1枠分2万円（規格上下
60ピクセル×左右120
ピクセル、画像はGIF形
式で4キロバイト以内）

広報紙、市HPの有料広告を募集

空き状況や申し込み方法などの詳細は市　またはお問い合わせください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　   【秘書広報課広報担当】 

ホームページ

茅ヶ崎市のHP（パソコン用）URL http://www.city.chigasaki.kanagawa.jp/

広告掲載のお申し込み・お問い合わせは秘書広報課へ

ポイント交換商品で茅ヶ崎をPR　平和について考える3日間。１日目はワーク
ショップや講演会、3日目(3月10日㈯)は被爆
ピアノのコンサートや映画上映を行います。
【男女共同参画課多文化共生担当☎(57)1414】

茅ヶ崎・平和 3 DAYS

2月19日㈪ PEACE講演会
ワークショップ
A

アクティブ

ctive C
シチズン

itizen養成講座
平和から発想する力をアップする
時間　10時～11時30分
場所　�市役所分庁舎コミュニティホール
講師　暉

て る

峻
お か

僚三さん
　　　(川崎市平和館専門調査員)
定員　100人〈申込制（先着）〉
申込　2月1日㈭～☎で

昼休みミニトーク
時間　12時30分～13時
場所　�市役所本庁舎市民ふれあいプラザ
内容　�暉峻さんとルダシングワ真美さ

んによるミニトークライブ

　短文や写真を通して、平和とは何か、また現代的な世界の
課題をご覧ください。
場所　�市役所本庁舎市民ふれあいプラザ

DAYS JAPAN国際平和報道写真展
小・中学生による平和への願い短文展

主催　平和を考える茅ヶ崎市民の会実行委員会

PEACE展

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
地
名
・
坂
」

〈
茅
ヶ
崎
市
〉

サ
ザ
ン
の
歌
に
も
な
っ
た
　
ラ
チ
エ
ン
通
り

　
国
道
１
号
沿
い
の
松
林
中
学
校
入
口
交
差

点
か
ら
国
道
１
３
４
号
ま
で
の
道
を
ラ
チ
エ

ン
通
り
と
い
い
ま
す
。
サ
ザ
ン
オ
ー
ル
ス
タ
ー

ズ
の
「
ラ
チ
エ
ン
通
り
の
シ
ス
タ
ー
」
の
舞
台

に
も
な
っ
た
こ
の
通
り
は
、
松
が
丘
一
帯
に

東
京
ド
ー
ム
ほ
ど（
約
1
万
５
０
０
０
坪
）の

大
き
さ
の
土
地
を
購
入
し
、
別
荘
を
建
て
た

ル
ド
ル
フ
・
ラ
チ
エ
ン
に
由
来
し
ま
す
。
ド
イ

ツ
か
ら
来
日
後
、
貿
易
業
を
営
ん
で
い
た
ラ

チ
エ
ン
は
、
自
動
車
の
メ
ル
セ
デ
ス
ベ
ン
ツ
や

ラ
イ
カ
な
ど
の
カ
メ
ラ
の
輸
入
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。
別
荘
か
ら
国
道
１
号
に
向
か
う
道
に

１
２
０
本
も
の
桜
を
植
え
た
こ
と
か
ら
、
ラ

チ
エ
ン
通
り
は
桜
道
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
。
今
は
別
荘
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
跡
地
の

一
部
が
公
園
と
な
り
、「
ラ
チ
エ
ン
桜
」
と
呼

ば
れ
る
桜
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ラ
チ
エ
ン

通
り
は
え
ぼ
し
岩
の

撮
影
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
も
有
名
で
す
。
ラ

チ
エ
ン
通
り
か
ら
海

を
正
面
に
見
る
と

「
お
化
け
え
ぼ
し
」

と
呼
ば
れ
る
え
ぼ
し

岩
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
普
段
は
海
岸

か
ら
見
て
も
沖
に
小
さ
く
見
え
る
え
ぼ
し
岩

で
す
が
、
砂
防
林
や
街
路
に
よ
る
目
の
錯
覚

（
錯
視
）に
よ
っ
て
大
き
く
見
え
ま
す
。

問
合
　
秘
書
広
報
課
広
報
担
当

〈
藤
沢
市
〉

箱
根
駅
伝
名
所
の
一
つ

　遊
行
寺
坂

　
箱
根
駅
伝

名
所
の
一
つ

と
し
て
も
有

名
な
遊
行
寺

坂
は
、
時
宗

総
本
山
遊
行

寺（
清
浄
光
寺
）の
脇
を
通
る
た
め
、
そ
の
名

が
つ
き
ま
し
た
。
遊
行
寺
は
藤
沢
道
場
と
い

わ
れ
た
の
で
、
古
く
は
道
場
坂
と
も
呼
ば
れ

て
い
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
も
、
東
海
道
を

旅
す
る
人
々
を
悩
ま
す
難
所
の
一
つ
と
し
て

有
名
で
、
旅
日
記
に
も
、
こ
の
坂
を
上
る
と

き
、
乗
り
物
に
乗
っ
て
い
る
人
に
は
降
り
て

歩
い
て
も
ら
っ
て
い
る
様
子
が
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
明
治
に
な
っ
て
宿
場
で
荷
馬
の
手
配

を
す
る
制
度（
伝
馬
制
度
）が
な
く
な
り
、
中

距
離
輸
送
の
中
心
が
「
馬
力
」
と
呼
ば
れ
る

荷
車
に
代
わ
っ
た
時
期
に
は
、
坂
の
下
に
立
っ

て
待
ち
、
通
る
荷
車
の
後
押
し
を
し
て
駄
賃

を
も
ら
う
「
立
ち
ん
坊
」
と
呼
ば
れ
た
人
た

ち
も
い
た
そ
う
で
す
。

　
現
在
の
遊
行
寺
坂
は
両
側
が
切
り
立
っ
た

切
通
し
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
車

社
会
の
到
来
に
伴
い
掘
り
下
げ
ら
れ
た
も
の

で
す
。
崖
の
上
に
立
つ
住
宅
と
の
落
差
を
見

る
と
、
い
か
に
道
が
掘
り
下
げ
ら
れ
た
か
が

分
か
り
ま
す
。
こ
の
坂
を
駆
け
上
が
る
の
は

大
変
で
す
が
、
箱
根
駅
伝
の
際
に
は
テ
レ
ビ

局
の
定
点
カ
メ
ラ
も
設
置
さ
れ
る
な
ど
、
観

戦
に
は
絶
好
の
ポ
ジ
シ
ョン
と
な
って
い
ま
す
。

問
合
　
藤
沢
市
役
所
郷
土
歴
史
課

☎
０
４
６
６(

27)

０
１
０
１

〈
寒
川
町
〉

幻
の
寺
に
由
来

　法
蓮
寺
坂

　
寒
川
町
岡

田
五
丁
目
と

六
丁
目
の
境

を
な
す
県
道

丸
子
中
山
茅
ヶ

崎
線
の
坂
は

「
法
蓮
寺
坂
」

と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
あ

た
り
は
岡
田
字
法
蓮
寺
と
い
う
地
名
な
の

で
、
坂
の
名
は
小
字
か
ら
付
い
た
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
江
戸
時
代
の
記
録

で
「
法
蓮
寺
」
と
い
う
名
の
寺
院
は
確
認
で

き
な
い
た
め
、「
幻
の
寺
」
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
坂
は
か
つ
て
、
木
々
が
う
っ
そ
う
と

生
い
茂
り
、
昼
間
で
も
暗
く
見
通
し
が
悪

か
っ
た
そ
う
で
す
。
追
い
は
ぎ
が
出
る
な
ど

と
も
い
わ
れ
、
大
正
時
代
の
子
ど
も
に
と
っ

て
は
と
て
も
恐
ろ
し
い
場
所
で
し
た
。
特
に

大
蔵
や
小
谷
地
区
の
小
学
生
が
寒
川
小
学

校
へ
通
う
に
は
こ
の
道
し
か
な
く
、一
人
で

帰
宅
す
る
際
は
必
死
の
思
い
で
駆
け
上
が
っ

た
も
の
だ
と
思
い
出
を
語
る
方
も
い
ま
す
。

　
１
９
４
１
年（
昭
和
16
年
）、
坂
に
沿
っ
て

日
本
内
燃
機
と
い
う
自
動
車
会
社
が
進
出

し
、
オ
ー
ト
三
輪
や
軍
需
車
両
な
ど
を
製
造

す
る
大
き
な
工
場
に
な
り
ま
し
た
。

　
戦
後
も
こ
の
工
場
は
、
何
度
か
社
名
を
変

え
、
今
日
に
至
り
ま
す
。
ま
た
、
周
辺
に
は

住
宅
が
建
ち
並
ぶ
よ
う
に
な
り
、
坂
を
登
り

切
っ
た
と
こ
ろ
に
は
２
０
１
６
年（
平
成
28

年
）、シ
ョッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
も
誕
生
し
ま
し
た
。

問
合
　
寒
川
文
書
館
☎
０
４
６
７(
7５)
３
６
９
１

茅ヶ崎市とともに歩んできた事業者の
こだわりの商品がラインアップ

ドイツ製法伝統の味の手造りハム

 ハム工房ジロー
1925年以来伝統ある
製法でハム造りを
続けています

　市制施行70周年を記念して、JR東日本グループのクレジットカード「ビュー
カード」のポイント交換対象商品として市内2事業者の商品がラインアップに
追加されます。商品は2月1日㈭から交換することができ、ビューカードの会
員誌2月号やビューカード で紹介されます。
　茅ヶ崎の魅力を全国に発信するとともに、ポイントで商品を交換すると、
交換された商品の売り上げの一部が事業者から「茅ヶ崎市ふるさと基金」に寄
付され、まちづくりの分野に役立てられます。
� 【景観みどり課景観担当】

熊澤酒造で働く蔵
くら
人
びと
(大正時代）

 熊澤酒造
145年以上続く市内の蔵元。
日本酒や地ビールだけでなく
レストランやカフェも人気

純米吟醸酒�熊澤
純米吟醸酒�鎌倉栞

対象
商品

無添加ハム
詰め合わせ

対象
商品

講演会
ルワンダに義足を届けよう
ルワンダでがんばる
　　　　　　茅ヶ崎人の活動報告
時間　14時～16時
場所　�市役所分庁舎コミュニティホール
講師　�ルダシングワ真美さん(NGOム

ソンディ／ジャパン・ワンラブ・
プロジェクト代表）、ガテラ・ル
ダシングワ・エマニュエルさん

定員　100人〈当日先着〉

2月19日㈪・20日㈫、3月10日㈯

1963年の法蓮寺

2月19日㈪・20日㈫
9時～17時

茅ヶ崎市のHP（携帯電話用）URLhttp://mobile.city.chigasaki.kanagawa.jp/
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